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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：11/24（金）17：15～　　場所：2階　会議室
テーマ：「処遇制限について」　　　講師：上野　雅人Ns
対象：看護・介護（新人・初級・中級）

・八戸精神科医会研修会
日時：11/15（水）19：00～20：30
場所：八戸パークホテル　マグノリア
演者：ハートフル川崎病院　院長　天保　英明先生
内容：専門医制度の動向と最近経験した摂食障害

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22（水）19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・青風荘火災避難訓練について

　日時：11/18（土）　9：30～10：30

・インフルエンザ対策について

掲示板の内容を各自確認し、インフルエンザ予防を心がけること。
・年末調整について
　注意事項、提出方法等は掲示板で確認、作成し、11/15（水）までに総務へ提出すること。

・カードキー持ち出しについて

以前より三沢勤務者以外はカードキーの持ち帰りをしないことになっているが、徹底されていないため、再度ルール確認を行い、遅くなりカードキーを使用した場合には、1階階段のドアノブにカードキーをかけておき、翌日、日勤者がカードキーを職員ロッカー室のタイムカードにかけておくこととする。
・賞与評価について

　書式をメールで送るので、11/22（水）までに作成し、提出すること。

　11/15までに、外部研修、委員会などについて自己アピールできることを記入すること。

・電子カルテの入力について

　17：00までに行うこととなっているため、遅れる場合には医師に連絡すること。

・勤務変更について

　11/23（木）、11/24（金）のナイトケア・・・慶長⇒菅原　

[提出期限]

・12月プログラムテキスト：11/20（月）

・賞与評価：11/22（水）

＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊　様～外来より情報提供があり、治験で定期的な採血をしているが、中性脂肪値が500まで跳ね上がっており、明らかな食生活の乱れが考えられるとのこと。主治医より食事内容の確認と適切な食事をとることができるように指導との指示がある。本日は、腹痛で病院受診をするためデイケアを休むと連絡があり、欠席となっていたが、10時50分頃、突然当院の正面玄関に来て、「お腹痛いので診てもらいたい」と話している。その際に、食事について確認すると、昨晩は天丼と牛乳を食べたと話しており、油の摂りすぎも腹痛の原因ではないかと振り返っている。退院後より、入院中に食べられなかったものを食べることが多く、ドーナツと寿司、うなぎ等好きなものを好きな分食べていたと振り返っている。その際、苦笑しながら話しており、自身でも食べすぎであることは気付いているような反応を見せる。中性脂肪の値を伝えると、「え？やばいな」と話しており、危機感を持った様子。次回デイケア来所時に体重を測定することとし、食事には気を付けるように指導している。
・繁名　和恵　様～来所後、頭痛を訴え、10：30にロキソニンを服用しており、他に眠気が強いと話している。昼食後、再度頭痛を訴え、静養室を利用している。
・高柳　和子　様～来所後葉問題なく過ごしていたが、午前のプログラムの頃より、徐々に気分の落ち込みが強まり、昼食後に相対したいと話していたが、気分が落ち込んだ状態で自宅に帰って一人で過ごすよりも、デイケアで過ごした方がよいと自ら話し、デイケア終了時間まで過ごせている。

・田端　香織　様～昼食後、英語のテキストを広げて勉強していたが、突然、ケラケラと笑い出しているため声をかけると、おかしかったことを思い出したら、笑いが止まらなくなったと話している。5分程笑っているが、その後は勉強に取り組み、笑い出すことはない。

・櫻川　貞二　様～本日個人面談を実施すると、足の痛みや息子様との関係、生活に関する不安から「このまま生きていたくない」「いざとなったらインシュリンを一気に打つこともできる」との発言がある。「生きていたくない」理由は、足の痛みによる身体的な苦痛、息子様が働かないで本人の年金で生活しているため経済的な不安もあると話している。妻様や母様の介護をやってきて、現在は「体が思うようにならない」「こんな状態で生きていけって言うのは酷でしょ」とも話しており、身体的苦痛や現在の心境、過去の苦労を傾聴することで口調が穏やかになってきている。現在の気持ちを主治医に相談するように促すと「言えない」「話しづらい」と話しているため、主治医に相談しづらいのであれば、デイケアで話して欲しいとことを伝えると了承している。今後は生活面の不安解消のため、利用できる社会資源を調べて情報提供していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり、先日尿失禁が見られていたため帰荘後は飲水量を控えるように促していたとのこと。来所後は、表情の硬さがありトイレに籠り日課も遅れて行っている。飲水量も多く、コップを持ったままトイレに入っており介入している。11時の作業療法の促しに「今日はやらない」と話し、ジャンパーを着て外を見ている。ドア付近に行くことや外出要求はない。今後も多飲水とならないよう飲水状況を観察したり、所在確認を行っていく。
・奥山　以依子様～運動療法の際に、手でお尻を押さえてウォーキングをしているため声掛けしている。「別に大丈夫です」と話しているため、腕を振って歩くように伝えると、両腕を横に広げているが、腕を振ることはない。その後もプログラムに参加するが突然走り出りだすことや、作業療法時はトイレ籠り見られている。昼食後声掛けすると2日間眠れていないことを話しており、「朝起きると目が眠れていないような感じで‥」「布団には入っているんですけれど」と言う。今後も睡眠状況を確認していく。

・倉石　ヨシエ様～昼食を全体の半量摂取しており、昼食後に冴えない表情見られており声掛けすると、「神様がトイレにいくなって･・」と神様に関する発言が聞かれている。話を傾聴することで、トイレに行くことができている。引き続き、排便状況を確認し、神様に関する発言が聞かれた際には話を傾聴していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、帰荘後、足洗いをしていた特定利用者（小笠原富治様）が放歌していたことに対して「うるさい」と大声を出してしまったことをスタッフに報告していたとのこと。スタッフより、普段の倉橋様の放歌の方が大声であると伝え、言い方に気を付けるように指導したとのこと。来所後は、多弁気味に他者へ話し掛けているが過度になることはない。作業療法時は、スタッフに話し掛けるが、作業に集中するように声掛けされると無言になるが、指を弄っており作業に取り組むことはない。引き続き、他者とのトラブルのない様適宜介入していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～以前、特定利用者様(下妻康貴様)に煙草をねだられることに困っていることを話していたため現状について尋ねている。「最近は言って来なくなったな」と話しており、特に八木橋様が何かアクションを起こしたわけではないという。再度、煙草をねだられ自身で対処できない場合にはスタッフから下妻様に注意することも出来ることを伝えると「その時は頼むよ」と話している。
・東海林　紀子様～20時半頃電話が有り報告したいことがあるという。飲酒が習慣化し毎日飲んでいることに関して青陽館スタッフからも量を考えて飲むよう助言を受けていたが、青明舎スタッフからも飲酒量の多さについて指摘されたとのこと。昨日青明舎スタッフが訪問した際、飲酒頻度について取り決めをしたとのことで休みの前日にだけ飲むことになったと話している。毎日飲酒していることを自分自身良くないと思いつつも止めれずにおり、今回の取り決めに関しては仕事や薬への悪影響のこともを考え、納得している様子である。入院の可能性を心配しており、飲酒習慣を変えれず更に飲酒量が増え続け生活が成り立たなくなった場合には入院の可能性があることを伝え、まずは今回の飲酒頻度に関しての取り決めを守るよう伝えると「頑張ってみます」と答えている。

＜記録について＞
・上川原豊様
　「空包確認すると、忘薬なく服薬して・・・」

　　⇒服薬している場面を確認しておらず、空包を確認しているだけなので、
　例：「空包確認し、本人から飲んだと申告ある」
・石井幸子様
　デイケア体験利用中に、【本人より「これからデイケア使えなくなると思います」との報告があり、詳細について質問すると、「家のこととか、娘の面倒を見る用事が出来るから」と話していた】と日誌に記載されているが、病棟スタッフに本人の発言について確認しているが、その記載がないので、確認した場合にはそのことも記載すること。
・若松邦生様
　処方されている頓服薬を一度に2錠飲んだという情報があったが、頓服薬は1回1錠で処方されており、本人も理解しており、通常は1錠飲んでいるところを2錠飲んでいるため、普段と違う行動をしていたら、その背景に何があったのかを探ってみる。スタッフは本人の行動に危機感を感じたか？
　⇒世話人より、グループホームが老朽化したため、別の場所に新築移転することになり、3月で閉鎖となることを説明され、本人の希望に対し、母様からあれこれ言われたことや、勉強が思うように進んでいないことにイライラしたようである。
・青陽館で作成している各種書式について、個人名の記載が曖昧になってきているので、
　再確認を行う。以下の通りに
　個人名記載可能：動静、メール、カンファレンス記録、日誌（フロアが同じ場合）
経過録（主治医が青南病院の場合）
　個人名記載不可：電子カルテ（日報）、日誌（フロアが違う場合）、疾患別診療計画書
経過録（主治医が青南病院以外の場合）、
